
 

 

証券の街北浜に時代考証を元に再生された建築 

英国ライフスタイルが感じられる 
 
北浜レトロビルヂング 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所在地： 

大阪市中央区北浜１-1-26 

建設年：1912 年 

構造・規模： 

煉瓦造２階、地下１階 

設 計：不詳 

 

通りの向かいの大阪証券取引所と共に、江戸時代以来の金融街の記憶を引き継ぐ近代建築だが、

両者のありようは対照的だ。1935年に完成した大阪証券取引所は、幾何学的なデザインを取り入

れた鉄筋コンクリート造で、アメリカ流の合理精神が垣間見える。対するこの建物は煉瓦造２階

建で、1912年に株仲買商の商館として建設された。周囲のビルに埋まりそうな小ささの中に品の

良い装飾を丹念に施して、イギリスをお手本に西洋建築を学び始めた日本の本流を感じさせる。

建物は 1997 年から英国流の紅茶と菓子の店舗として用いられ、北浜に新たな人の流れを生み出

した。第一次世界大戦前、アメリカに主導権が移り始める以前のイギリスの黄金期に、生き馬の

目を抜く株取引に関連して作られた施設が見事、英国流の憩いの場として読み替えられた。 

（倉方俊輔） 


